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益富壽之助先生のご薫陶

岡 部  陽 二  YQj1 0KABE*

益富壽之助先生との出会い

色鮮やかに輝 く結晶鉱物の美 しさや,不思

議な形状をした奇石の神秘さに魅せられて鉱

物の収集を始めたのは,中学 2年生の時であ

った 当時,通っていた京都教育大附属中学

と自宅の中間に位置する鳥丸通鞍馬日上る

に,『鎮物陳列所』 という珍 しい鉱物展示館

があつた (写真 1)そ の前を通るたびに標

本棚を覗き込んでいたところ,あ る日,その

中に招 じ入れて頂き,益富壽之助先生にお会

いしたのが始まりであった 先生は市井のア

マチュア鉱物収集家として一家を成し,1932

年に創設された『日本鍍物趣味の会』 という

同好者の会を主宰されていた この会に級友

2人 とともに最少年で入門を許されたのであ

る

この会では肉眼鑑識だけで競う鉱物鑑定会

が毎月開かれていた 地質鉱物学専攻の京大

生などに交 じって,ル ーペを覗いて結晶や男

開の微妙な違いを読み取る勉強をした 鉱物

採集会は月に 2～ 3回 開かれ,週末に日帰 り

か 1泊で鉱物の産地に出掛けた 採集の目的

地は『日本鎖物誌』 と『京都府鍍物誌』に載

っている産地から選ばれ,当時住んでいた京

都近郊だけでなく,近畿全域はもとより,中

部、中国地方一帯の主要な産地を4年 間で踏

破することができた

まず,最初に採集に臨んだのは,近場の大

文字山で採れる桜 flで あったと記憶 してい

本含鍍4//J陳列 llir「 とその17・I部

写真 1 鳥丸通鞍馬口上るにあった『鍍物陳列所』
(『我等の銀物』第 8巻 l号 (昭和 14年

(1939)発行)の巻頭写真より)

る 菫青石の一変種である桜石は,亀岡市の

西郊柿花の天神山の稜線に六角鉛筆 を短 く切

ったような,見事な桜の花弁の形をしてたく
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さん転がっていたが,当時はすでに天然記念

物に指定されていて,採集できなかった 大

文字山でもホルンフェルスの中に桜石が見つ

かり,亀岡産に比べるとやや貧弱ながら,地
元の特産鉱物である

日本には,福岡県門司の海岸に産する梅花

石 師 緑凝灰岩に梅の花の形をして埋 もれて

いる海百合の化石)や,岐阜県根尾谷産の絢

爛豪華な菊花石 (玄 武岩の放射状の割れ日に

方解石が入 り込み,菊花状を呈 している鑑賞

岩)があり,石からも季節を感 じられる 根

尾谷の菊花石 も天然記念物であるが,指定前

に採集されたものを京都東寺の骨童市で入手

した

大文字山を手始めに,北は終戦時に廃坑と

なった京都府北端の大江山ニッケル鉱山,南
は細かい石相石を産する大阪と奈良県境の二

上山,金岡1山 ,東は方解石や大理石で有名な

岐阜県の赤坂鉱山,西は山口県の秋芳洞にま

で足を伸ばした 当時は,別子銅山はもとよ

り,兵庫県の生野銀山 (1973年 に閉山,今
は鉱山ミュージアムとして人気)や,カ ミオ

カンデで有名になった岐阜県の神岡鉱山など

多 くの鉱山が稼働していたので,廃石の中か

ら結構珍 しい鉱物が見つかった

益富先生からは,当時『参謀本部地図』と

呼ばれていた旧陸軍の陸地涸1量部 (現国土地

理院)が作製 した 5万分の 1縮尺地形図の等

高線の読な方を教わった 地図を眺めるだけ

ではなく 現地で地層の走行や傾斜の角度を

測るクリノメーターを使って,麓の道端の地

層が山頂のどの辺 りに連なっているのかを推

測し,そ れを実際に目で確かめる訓練などを

繰 り返 した 旅の合間には、川床の砂の色か

ら上流にはどのような鉱物や岩石があるのか

考える練習 も重ねた 単に鉱物を集めるだけ

ではなく 地干
'や

壇層から山や渓谷,海岸線

の出来を考え i貢 と鉱物を一体として翫賞

する癖がつtiた ことが,先生から学んだ最大

写真2 益官先生の主なご著書

の収穫であった

先生は当時宮内庁から委託された正倉院の

石薬の科学的調査に従事されていた この研

究がちょうど私が先生に師事 していた 4年間

とほぼ重なっていたので,国の宝物を鑑定す

る苦労話をよく聞かされた 原石を割ったり

削ったりすることは許されず,ご く微量のサ

ンプルを分析 して化学成分を確定 し,効能の

推定までしなければならないのは大変なス ト

レスのようであった

先生のご著書には『京都府鍍物誌』 (1940

年)を はじめ,『 カラー自然ガイ ド～やさし

い鉱物学』『原色岩石図鑑』『原色化石図鑑』

など多数あるが,中 でも 1967年 に紫綬褒章

受賞記念 として出版 された『石～昭和雲根

志』は出色である 古い民話的なエピソー ド

も交えながら,先生の石に関する蘊蓄が自由

間達に綴 られている (写 真 2)い わば日本

と中国に産する珍石・奇石についての全知識

を網羅 したエ ッセー集で,他 に類を見ない

題名は江戸時代後期に近江の国の木内石亭と

いう奇石の収集家が著 した『雲根志』に倣っ

たものである “雲根"は,雲 は山気が石に

触れて生ずるとの古代中国の迷信からきた

“石の"異称である

益富先生と対比されるのは,東京神田で家
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業の′鳥鍋屋 『ぼたん』経営の傍ら独学で鉱物

学を修め,ア マチュア鉱物学者として同好者

の指導にも熱心であった櫻井欽一先生であ

る お二人はまさに一世代前にアマチュア鉱

物界にそそり立った東西の二大大御所であっ

た 櫻井先生は益富先生 よりH歳若いが ,

ほぼ同時期に博士号をとられ,亡 くなられた

のはお二人 とも 1993年 である 『昭和雲根

志』には,両先生が滋賀県草津市にある石亭

邸跡の記念碑の前で撮 られた写真が出てい

る

益富寿之助先生の正倉院の石薬研究

正倉院の薬物調査は専門調査員 9名の構成

で 1948年から4年間を費やして行なわれた

この調査団結成に当って,1200年間も手つ

かずのまま正倉院に保存されてきた石薬の分

析調査ができるのは,日 本中探 して益富先生

しかないということで,先生に自羽の矢が立

てられた次第である その経緯としては,ま

ず調査の総責任者を務められた朝比奈泰彦博

士 (薬 学者,東大名誉教授,文化勲章受章

者)が,西洋流の教育のみを受けた薬学者や

鉱物学者では現品の科学的分析はできても,

漢方医薬としての曲折を明らかにすることは

できないと考えられた 博士の設定された厳

しい基準に合致する適材を探された結果,益
富先生は京都薬学校 (現京都薬大)で漢方医

学を習得され,同時に市井の鉱物学者として

の名声がすでに確立 していたので,余人をも

つて代え難いと判断されたのである

1957年 に先生が出版された『正倉院薬物

を中心とする古代石薬の研究』に寄せられた

朝比奈博士の序文には,「益富君は薬学畑の

出身でありながら地質鉱物学を習得し夙に一

家を成 し,同 時に古典に対する同情に富み
,

古い都の京都が育成 した典型的な文化人であ

り,吾々正倉院薬物調査団の有力な一員とし

て欠 くことのできない存在であった 」と記

地学研究 64(1),2016

されている 益富先生はこの論文によって

1956年 に京都大学から薬学博士号を授与 さ

れておられる

現在,漢方薬と言えば草根木皮の代名詞の

ように思われてお り,鉱物は石膏,亡消,赤
石脂など 10種 ほどのごく僅かな鉱物成分が

漢方薬の原料 として使われているに過 ぎな

い たとえば,利 尿剤の “五淋散
"に は H

種の生薬が配合されてお り,その中に滑石が

入っているといった程度である ところが ,

驚いたことに,正倉院に残されている薬物

76種 (薬 帳記載 60種 ,う ち現存 は 40種
,

帳外の薬物 16種 )の なかの何 と 1/3を 占め

る 25種 が鉱物由来の生薬である 古代中国

において,水に溶けにくい鉱物が薬として多

用されたのは,金粉や水晶片が不老長寿の妙

薬 と考えられたような石薬迷信 もあるもの

の,や はり石薬の効能が顕著であったと言う

ことであろう

正倉院の薬帳に記載されている薬物 60種

は,752年 に法隆寺の大仏開眼を成就 した聖

武天皇崩御の 49日 法要に当って,光明皇太

后から600点に及ぶ多数の品々とともに大仏

に奉献されたものである この薬物はすべて

7世紀初頭から派遣 された遣隋使や遣唐使 ,

あるいは 8世紀中ごろに来日した鑑真和尚が

中国から持ち込んだもので,国産品は入って

いない 唐招提寺を開いた鑑真不Π尚は医薬に

詳 しく,皇太后の病気を治したと伝えられて

いる 正倉院薬物のように由緒正 しい古代の

遺品が 1200年 の長年月にわたってそのまま

保存されてきたのは,世界に類例がなく,中

国においても古文書に名を留めるに過ぎない

薬剤原料の現物が現存するのは,稀有のこと

である

IF倉院に現存する薬物 40種のうち 17種の

鉱物性薬物を『正倉院薬物を中心 とする占代

石薬の研究』から次に紹介する
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1 寒水石 (カ ンスイセキ)凝水石 ともいう

従来は方解石 とされて きたが,益富先生の

鑑 定 に よ り『石 灰 亡 消 (Glaubcritc,

Na2Ca(S04)2)』 と同定 された 岩塩層に

伴うGlaubcntcが 医書 『本草木』の凝水石

の記文にも合致する 止渇薬,利尿薬など

として用いられる

2 理石 (リ セキ)

石膏の一種,繊維石膏 漢方繁用の重要な

薬で,用途は止渇剤,解熱剤など

3 大一出余根 (ダ イイチ・ウヨリョウ)

内部の空洞に紫色の粘土状粉塵を内包 して

いる鶏卵大から拳大の褐鉄鉱の塊 中の紫

色粉を夏王朝の高王が常用したとされる史

実から命名された石薬 “大一"は 中の石

粉の色が紫や赤の ものを称する この石

は,含水珪酸アルミニウムに水酸化鉄ない

し酸化第二鉄の混 じったカオリンとも呼ば

れる加水ハロイサイ ト系の粘上が主であ

る 根は糧食の意 渋腸止潟,収微止 nil

斉け

4 竜骨 (リ ューコッ)

マンモスの化石,お もに燐酸カルシウムか

ら成る 気の病に効あり

5 白竜骨 (ハ クリューコッ)

化石鹿の四肢骨や歯 収敏剤,鎮静剤など

6 竜角 (リ ューカク)

白竜骨に同じ

7 五色竜歯 (ゴ シキリューシ)

ナウマン象の自歯の化石 収敏剤,鎮静剤な

ど
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似竜骨石 (エ リューコッセキ)

木目がある珪化木 竜骨に似ているところ

から命名されたが,木の化石

9 赤石脂 (シ ャクセキシ)

赤色をおびた白雲母系の粘土質の鉱物 主

成分は二酸化珪素約 5%,酸化アルミニウ

ム約 12% 下痢止め薬

10 鍾乳床 (シ ョウニューショウ)

鍾乳石のことで,炭酸カルシウムを主成分

とする方解石の集合体 滋養強壮のほか
,

ED,乳汁分泌不足に効あり

11亡消 (ボ ウショウ)

江戸時代から結晶硫酸ナ トリウムが亡消と

呼ばれてきたが,正倉院薬物の
~t消

は結晶

硫酸マグネシウム,すなわち “
l‐3利塩"で

あることが,益富先生の鑑定で明らかとな

つた 下斉J,利尿剤

12 雲母粉 (ウ ンモフン)

滋賀県産の “白雲母"と 成分構成がほぼ一

致 解熱,喘息などに効 外用 として切

傷,出血,で きものに対 しても使われた

13 戎塩 (ジ ューエン)

淡褐色の粉末状の岩塩で,石膏,硫酸ナ ト

リウム,塩化カリウム,ホ ウ酸マグネシウ

ムなどの水溶性成分の混合物 食塩の一種

であるが,眼病などにも効 くとされた

14 雄黄 (ユ ウオウ)

硫化砒素鉱物の一種である鶏冠石を長径

6 cmほ どの卵形に加工 したもの 殺菌効

果があるが,毒性が強い 暖手と称 し,こ

の卵形の雄黄を両手の掌に囲み,袖 で覆う

と掌にこもった温かみが全身に伝わる 石

葉は通常は粉末にして,他の生薬と混ぜて



服用するが,こ の雄黄は一種の医療機器と

して用いられた

15 自石英 (ハ クセキエイ)

水晶の破片 古代中国では,自石英,紫石

英,水精の三つの名前が,薬物として登場

している かつて中国では紫水晶が,不老

不死の霊薬の調合に用いられていたが,実
際の効目よりも高貴薬のイメージ作 りに利

用されたのではなかろうか

16 滑石 (カ ッセキ)

現物に “滑石"と
書かれているが,実体は

加水ハロイサィ ト 利尿剤などに使われ

る

17 紫色粉 (シ ショクフン)

酸化鉄分を含む粘土の粉末 上記 “大一萬

余根"の
内容物 用途は収飯薬など

漢方の生薬のうち,動物や植物由来のもの

は種ごとに固有の形態があって,古来それが

類別の基準となっている ところが,鉱物の

場合には外観が類別の役に立たないともあ

り,む しろ物理的性質や化学的成分が識別の

手段 となっている 『本草綱 目』などの医書

にも多 くの石薬が載っているが,その記述だ

けでは, どのような鉱物であったのか判別が

困難である これに対 し,正倉院の遺物は鉱

物由来の生薬がかつては実際に広 く使われて

いたことを如実に示 している それでも,そ
れぞれの鉱物にどのような効能を期待されて

いたのかを同定するのは,薬学者の益富先生

にとっても難事であったが,こ の実証研究は

東洋医学の見直 しに大きく貢献 した

ところで,不幸の通知によく使われる「薬

石効なく」の石は石薬の意ではなく,鍼治療

に使われる “磁石 (ヘ ンセキ)"を 指す イ

ンドに発し,中 国を経て日本にも齋された鍼
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の原始形態は,硬い石を割って鋭 く尖った先

を皮膚に突き刺 して病気を治す一種の潟血療

法であった この石針が貶石と呼ばれ,薬 と

磁石が漢方の治療手段 として大きな役割を呆

たしてきたものである この薬石の語源は古

く,漢の文帝 (紀元前 167年 ごろ)の文書に

出て くる 石薬の語源は詳らかではないが
,

隋時代の文書に「石薬沈滞 し五臓に達すJと

の記述が見られる いずれにせよ,漢方医学

では,病名は必ずしも必要ではなく,薬 も鍼

も身体内外のス トレスの解消を重視 している

ところに特徴がある

私の鉱物遍歴

私の鉱物収集は高校時代がピークで,大学

に入ってからは停滞,銀行に就職後は激務で

鉱物採集に行 く余裕はなかった ところが ,

1976年 にロンドン勤務 となり,欧州各地へ

頻繁に出張するようになると,どんな小さな

町にも鉱物の原石や化石類を専門に扱うミネ

ラル・ショップとか,ナチュラル・ス トアー

と称する趣味の店が沢山あることを知った

はじめのうちは出張の合間を見付けては立寄

り,気に入った石を 1つ 2つ と買い求めてい

たものが,つ いには休暇を取って原石を求め

てブラジルや南アフリカにまで足を延ばすよ

うになった その甲斐があって,数年で 500

種余りの鉱物標本が揃った

ロンドンから日帰 りの ドライブで行ける

ドーバー海峡に面 した ドーセットから東デヴ

ォンにわたる 155キ ロの海岸線はジュラシッ

ク海岸と呼ばれ,沿岸の岩場にはアンモナイ

トの化石がびっしり詰まった岩が1胃 集 してい

る 2001年 には,こ の海岸がユネスコの世

界自然遺産に指定された この海岸線の中ほ

どに位するライム・レギス (貯mc Rcgis)と

いう街には,化石や鉱物を商 う店が数軒あ

り,休 日にはよく訪ねた

ドイツのイダール・オーベルシュタインも



地学研究 64(1),2016

印象深い石の町であった そこはフランクフ

ル トか ら西ヘルクセンブルグとの国境 に程近

い,人口5,000人 くらいの小さな谷間の町で
,

昔はここで璃増などを産出していたが,今で

は外国からlii入 した宝石・貴石の原石を加工

して世界中に売 り捌いている 立派な鉱物博

物館を中心に,珍 しい貴石の置物や原石を並

べた土産物店が軒を連ね、いわば町全体が石

の加工工場で,1日 中見て回って も飽 きな

い

当時 3人の子供はアメリカに住んでいたの

で,日 本への帰途にアメリカ各地を訪ねた

ニューメキシヨ州北部に位置するベ トリファ

イ ド・フォレス ト国立公園には,1億 6千年

前の直径 lmを超える珪化木が所狭 しと転が

つている 地元のインディアンはこの珪化木

で家を建てているが,も ちろん持ち出し禁止

で,自 動車のボンネットの中まで厳重にチェ

ックされる ところが,1995年 に新設 され

た神奈川県立 『生命の星・地球博物館』には

この巨大な珪化木が十数個並べ られてお り,

ドーセット海岸のアンモナイ ト標本も壁一面

に展示されている 日本でも居ながらにして

世界の名石が見られるようになったのは素晴

らしい

また,ブラジルのリオデジャネイロは宝石

のパラダイスといわれるだけあって,原石 も

豊富である ここでは,世界一の宝石商とい

われるジェリオ・ロジャー・サヮー氏と会う

ことができた サヮー氏はエメラル ドなどの

素晴らしい原石は,加工せずにそのままコレ

クションとして保存 していた 「石には顔が

ある」という私の信条にも賛同してくれて
,

話が弾んだ

大英博物館やモスクワのフェルスマン鉱物

博物館など 世 fi‐ 各地の名だたる鉱物博物館

は一i亜 り訪ねた その中でも スケールの大

きさで他の追Iを 許さなt,の は ワシントン

のスミソニアン淳
=iき

であろう 収蔵標本点

数 45,000点 ,鉱物原石に加えて,濃い青色

に輝 くホープのダイヤモンドをはじめ,実に

見事な宝石類がきら星の如 く並んでいる様は

壮観である パリには 3つ も鉱物博物館があ

り,ナ ポレオン皇帝が収集 したとされるパリ

第 6大 学 (Univcrsitё  Pierrc ct MaHc Curic)

内の鉱物博物館の垢ぬけした展示は,総ガラ

ス張 りで見易 く,標本を引き立たせていた

このような鉱物遍歴の一端を紹介した「地

球の滴,神秘さ永遠に～鉱物収集の趣味の輪

日本で も広がる」 という私の寄稿が,1997

年 H月 21日 付けの日本経済新聞最終ページ

の文化 llFlに 掲載 された (図 1)こ のエ ッ

セーに対する反響は大きく,町おこしのため

の企画への助言などいくつかの依頼が舞い込

んできた

それらの中で, きわめてタイミングよく結

実したのが,1997年 に創業 50周 年記念事業

として長野県の岡谷市 と塩尻市の境にある

一輻

鴎

一蝙



写真3 我が家のガレッジに設えた鉱物展示館

“いこいの森公園"内 に建てられた “ミュー

ジアム鉱研,地球の宝石箱"創設のお手伝い

であつた 30億 円の巨費を投 じたこの新 し

い鉱物博物館の設立を企画 しておられた鉱研

工業仰の加藤信一監査役 (初 代の博物館長)

から相談が舞い込んできたのであった 同社

は世界中で原油やオイルシェールなどのボー

リング事業を展開している会社であるが,事
業の基盤を築かれた江口工社長は鉱物収集に

も熱心で,工事を請負った先々の国で産する

代表的な鉱物を入手 して日本に持ち帰ってい

た 中には現在博物館の前庭に展示されてい

るチ リから寄贈 された巨大な銅鉱石 もある

が,多 くは『240 kgも ある欽隕石』『美 しい

トルマリンを含む 25ト ンのペグマタイト』

『30 kgの ラビスラズリ』『ゴビ砂漠産の恐竜

の卵の化石』など 1個 に数千万円を投 じて現

地で購入された巨大標本ばかりである

これらの鉱物標本は眺めて楽しめる素晴ら

しいものばかりであるが, ア ト・ランダムに

集められたので,網維性 を欠 く難点があっ

た 収集は学問としては分類学の目的に過ぎ

ないので,鉱物博物館であれば,鉱物の種類

をできるだけ多 く系統的に網羅することが必

須であるとア ドバイス申し上げた

それではどうすればよいか 開館までの時

間も限られていたので,鉱物標本を網羅的に

集めるのは大変である そこで, はたと思い
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ついたのが,当時,東北大学の素材工学研究

所に勤めていた′自、子の徹が管理を任されてい

た鉱物標本であった この研究所の前身は金

属選鉱精錬研究所であって,1981年 に退官

された南部松夫博十が全国の鉱山などから集

められた4,000点 以上の『南部コレクション』

という有名な鉱石・鉱物の標本が残されてい

た その過半はすでに県立博物館などに寄贈

されていたが,1,ooo点 ほどの標本が残って

いたのである この情報を鉱研工業に伝えた

ところ,と んとん拍子に話が進み,こ の標本

すべてを無償で譲 り受けることができ,当時

東京理科大におられた南部先生に博物館の顧

間になって頂 く話までまとまった

博物館のホームページには,「地球の宝石

箱の展示は,東北大学素材研に有った一級品

の標本およそ 1,Ooo点 と,鉱研工業が 50年

の社歴の中で集めた標本およそ 5,000点 の標

本を基に展示をしてお ります 」 と説明され

てお り,東北大学から寄贈された標本にはそ

の旨ラベルに明記されている

その当時から,私のささやかなコレクショ

ンもこの博物館に引き取ってもらえないもの

かと考えていたが,80歳 を超えたのを機に

原石の標本類をすべて1司 館に寄贈 した 南ア

やブラジル産の原石も日本に安住の地を得て

喜んで くれているものと勝手に納得 してい

る

京都の益富地学会館にも時々顔を出し,こ

の会館が創始 したユニークな 1級鉱物鑑定士

の資格試験にも挑んだが,中 途で断念 した

もっとも,広 島国際大学で薬剤の費用対効果

などを考究する医療経済学を教えることにな

ったのは,石薬研究を畢生の仕事 として来ら

れた益富先生との何かのご縁であろうか 益

富先生は1993年 に91歳の天寿を全うされた

ちようど私の帰国直後であり,お 見舞いを試

みたが,お会いできなかったのは誠に′亡、残 1)

であった


